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北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵
伝
貞
傳
手
記

『
大
臼
山
御
由
来
』
翻
刻
と
解
題宮

本

花

恵

要

旨
本
稿
で
は
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵
伝
貞
傳
手
記
『
大
臼
山
御
由
来

慈
覺
大
師
御
難
行
記

』（
以
下
、『
御
由
来
』）
を
紹
介
す
る
。

「
大
臼
山
」
と
は
、
伊
達
市
に
あ
る
大
臼
山
道
場
院
善
光
寺
（
以
下
、
ウ
ス
善
光
寺
）
を
さ
す
。
本
資
料
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
函
館
市
中
央

図
書
館
蔵
『
蝦
夷
地
大
臼
山
善
光
寺
縁
起
』
と
は
別
本
で
あ
る
。
一
丁
裏
に
は
、「
明
治
四
拾
年
六
月
二
十
日
膽
振
國
有
珠
町
住
／
吉
田
家
採
訪
史

料
／

享
保
年
代
津
軽
本
覚
寺
住
佛
師
貞
傳
記
之
）」
と
あ
っ
て
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
六
月
二
〇
日
、
吉
田
家
蔵
本
を
書
写
さ
れ
た
も
の

と
わ
か
る
。
ま
た
、「
享
保
年
代
津
軽
本
覚
寺
住
佛
師
貞
傳
記
之
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
享
保
期
に
津
軽
本
覚
寺
の
仏
師
貞
傳
が
記
し
た
と

す
る
伝
承
が
あ
る
と
了
解
さ
れ
る
。
本
資
料
は
、
北
海
道
庁
寄
託
本
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
『
北
海
道
史
』
編
纂
の
た
め
に
収
集
さ
れ
た
写
本
群

で
あ
る
。
そ
の
た
め
表
紙
に
も
「
北
海
道
史
編
纂
掛
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

本
資
料
を
手
記
し
た
と
さ
れ
る
良
舩
貞
傳
（
一
六
九
〇
〜
一
七
三
一
）
は
、
訪
蓮
社
と
号
し
、
享
保
期
に
津
軽
で
活
躍
し
、
昆
布
養
殖
の
産
業

指
導
を
し
た
と
の
伝
説
が
残
る
僧
侶
で
あ
る
。
さ
ら
に
蝦
夷
地
へ
渡
道
し
、
ウ
ス
善
光
寺
を
中
興
し
た
と
さ
れ
る
伝
承
を
も
つ
。
蝦
夷
地
へ
の
仏

教
伝
播
を
考
察
す
る
う
え
で
、
貞
傳
の
信
仰
は
勘
案
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
ま
た
本
資
料
に
よ
っ
て
、
恐
山
と
有
珠
山
、
津
軽
海
峡
を
挟
ん

だ
広
域
な
霊
場
の
形
成
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
れ
は
下
北
半
島
と
蝦
夷
地
の
人
的
往
来
に
因
ん
だ
も
の
と
考
え
る
。
貞
傳
と
慈
覚
大
師
円
仁
を
軸
と

し
た
恐
山
・
有
珠
山
の
親
和
性
が
注
目
さ
れ
、
ま
た
同
時
代
的
な
ウ
ス
善
光
寺
の
略
縁
起
作
成
な
ど
、
両
地
域
に
お
け
る
人
的
移
動
の
増
加
が
宗

教
的
需
要
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
北
海
道
に
お
け
る
貞
傳
信
仰
の
実
態
を
考
察
す
る
う
え
で
、『
御
由
来
』の
翻
刻
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
報
告
す
る
に
い
た
っ
た
。

よ
っ
て
『
御
由
来
』
の
翻
刻
及
び
詳
細
な
解
説
を
付
し
て
、
貞
傳
信
仰
研
究
の
基
礎
資
料
と
位
置
付
け
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

良
舩
貞
傳
・
近
世
浄
土
宗
・
ウ
ス
善
光
寺
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﹇
解
題
﹈

は
じ
め
に

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵
伝
貞
傳
手
記
『
大
臼
山
御
由
来

慈
覺
大
師
御

難
行
記

』（
請
求
記
号
、
道
写
本
一
四
〇
。
以
下
、『
御
由
来
』）を
紹
介
す
る
。

「
大
臼
山
」
と
は
、
伊
達
市
に
あ
る
大
臼
山
道
場
院
善
光
寺
（
以
下
、
ウ
ス
善

光
寺
）を
さ
す
。
本
資
料
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
函
館
市
中
央
図
書
館
蔵『
蝦

夷
地
大
臼
山
善
光
寺
縁
起
』１

以
下
、『
善
光
寺
縁
起
』）と
は
別
本
で
あ
る
。
一

丁
裏
に
は
、「
明
治
四
拾
年
六
月
二
十
日
膽
振
國
有
珠
町
住
／
吉
田
家
採
訪
史

料
／

享
保
年
代
津
軽
本
覚
寺
住
佛
師
貞
傳
記
之
）」
と
あ
っ
て
、
明
治
四
〇
年

（
一
九
〇
七
）六
月
二
〇
日
、
吉
田
家
蔵
本
を
書
写
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。
ま

た
、「
享
保
年
代
津
軽
本
覚
寺
住
佛
師
貞
傳
記
之
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が

享
保
期
に
津
軽
本
覚
寺
の
仏
師
貞
傳
が
記
し
た
伝
承
が
あ
る
と
了
解
さ
れ
る
。

ま
た
『
御
由
来
』
は
、『
三
心
集
抜
書
』・『
歳
々
記
大
略
』
と
の
合
本
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
表
紙
に
は
「
道
写
本
一
四
〇
」
と
あ
る
。『
御
由
来
』
は
、
縦
27

０
㎝
×
横
19

５
㎝
、
紙
数
七
丁
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
編

『
日
本
北
辺
関
係
旧
記
目
録
』２
の
請
求
記
号
で
あ
っ
て
、
本
資
料
が
北
海
道
庁

寄
託
本
で
あ
る
と
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
も
そ
も
『
北
海
道
史
』
編
纂
の
た

め
に
収
集
さ
れ
た
写
本
群
で
あ
る
。
そ
の
た
め
表
紙
に
も「
北
海
道
史
編
纂
掛
」

の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
、『
御
由
来
』に
次
の
よ
う

な
朱
書
き
が
み
ら
れ
る
。

犀
川
曰
、
享
保
十
七
壬
子
年
の
事
、
又
曰
、
平
山
日
記
ニ
ヨ
レ
ハ
貞
傳
ハ

享
保
十
六
年
四
月
十
日
死
去
セ
リ
、サ
レ
ハ
十
七
年
ニ
来
ル
ヘ
キ
筈
ナ
シ
、

之

前
ノ
壬
子
ト
ス
レ
ハ
寛
文
十
二
年
ニ
為
レ
リ
、
可

疑
、
壬
子
ヲ
壬
午

ノ
誤
ト
ス
レ
ハ
元
禄
十
五
年
ニ
テ
彼
ノ
死
去
ニ
先
ツ
廿
九
年
ナ
リ
３

「
犀
川
」と
は
、
北
海
道
史
編
纂
主
任
の
河
野
常
吉
の
雅
号
で
あ
る
。
本
資
料

が
、
河
野
に
よ
っ
て
考
証
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
と
わ
か
る
。
河
野
は
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
一
一
月
二
二
日
、
長
野
県
東
筑
摩
郡
島
内
村
（
現
、
松
本
市
）
に

生
ま
れ
た
。
生
家
は
奈
良
井
川
沿
い
に
あ
り
、
こ
れ
が
梓
川
と
合
流
し
て
犀
川

と
な
る
。
雅
号
の
由
来
で
あ
る
。

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
八
月
、
河
野
常
吉
は
北
海
道
庁
に
て
植
民
状
況

調
査
に
着
手
し
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
九
月
『
北
海
道
拓
殖
の
進
歩
』

を
上
梓
す
る
。
そ
の
後
、「
北
海
道
拓
殖
史
」の
編
纂
が
起
草
さ
れ
る
も
い
っ
た

ん
頓
挫
し
、
く
だ
っ
て
大
正
二
年（
一
九
一
三
）、
開
道
五
〇
年
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
『
北
海
道
史
』
編
纂
が
決
定
す
る
に
い
た
る
４

。

本
資
料
が
明
治
四
〇
年
六
月
二
〇
日
に
採
集
さ
れ
た
こ
と
を
み
る
と
、「
北
海

道
開
拓
史
」
編
纂
の
構
想
段
階
で
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。
し
か
し
河

野
の
考
証
で
疑
義
が
生
じ
た
た
め
か
、『
御
由
来
』
は
『
北
海
道
史
』５
に
引
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
資
料
の
所
在
は
目
録
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
従
来
本
資
料
が

注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
北
海
道
に
お
け
る
貞
傳
信
仰
の
実
態
を
考
察
す
る
う
え
で
、『
御

由
来
』
の
翻
刻
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
報
告
す
る
に
い
た
っ
た
。
よ
っ
て
本

稿
で
は
、
詳
細
な
解
説
及
び
翻
刻
を
付
し
て
、
貞
傳
信
仰
研
究
の
基
礎
資
料
と

位
置
付
け
た
い
。

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
六
号
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一
、
河
野
常
吉
の
貞
傳
渡
道
説

筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
、
従
来
い
わ
れ
て
き
た
須
藤
隆
仙
の
宝
洲
渡
道
説
を

論
拠
６

と
し
て
の
貞
傳
渡
道
は
断
定
で
き
な
い
と
し
た
７

。
し
か
し
な
が
ら
、
戦

前
か
ら
貞
傳
渡
道
説
は
あ
っ
て
、
河
野
常
吉
の
説
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

河
野
は
『
御
由
来
』
の
成
立
が
「
壬
子
の
年
の
秋
九
月
十
二
日
の
子
之
刻
」

ご
ろ
と
考
え
た
よ
う
で
、
こ
の
年
代
を
考
証
し
、
貞
傳
渡
道
の
時
期
で
は
な
い

か
と
仮
定
し
て
い
る
。

さ
て
貞
傳
は
諱
を
良
舩
、
訪
蓮
社
と
号
し
、
享
保
期
に
津
軽
半
島
今
別
で
活

躍
し
、
昆
布
養
殖
の
産
業
指
導
を
し
た
と
の
伝
説
が
残
る
僧
侶
で
あ
る
。
実
際
、

『
山
形
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
貞
傳
の
葬
祭
に
近
在
の
み
な
ら
ず
南
部
・
秋
田
・
松

前
か
ら
の
参
詣
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
貞
傳
は
、
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）、
弘

前
藩
領
今
別
村
（
現
、
青
森
県
東
津
軽
郡
今
別
町
）
新
山
新
左
衛
門
の
家
に
生

ま
れ
、
二
歳
の
時
に
父
母
が
出
家
に
だ
す
こ
と
を
誓
い
、
の
ち
に
本
覚
寺
二
世

良
心
安
貞
の
弟
子
と
な
る
。
安
貞
は
次
い
で
弘
前
誓
願
寺
住
職
と
な
り
、
貞
傳

も
こ
れ
に
従
い
弘
前
で
修
行
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
僧
侶
資
格
を
得
る
た
め
、

浄
土
宗
名
越
派
壇
林
寺
院
山
崎
専
称
寺
（
い
わ
き
市
）
で
修
学
す
る
。
こ
の
時
、

本
覚
寺
檀
家
の
招
請
に
よ
り
享
保
三
年（
一
七
一
八
）、
二
九
歳
で
本
覚
寺
五
世

を
継
い
で
い
る
８

。

星
野
和
太
郎
『
北
海
道
寺
院
沿
革
誌
』（
一
八
九
四
）
に
、「
其
後
享
保
年
中

津

本
覺
寺
住
僧
貞
傳
來
リ
テ
如
來
模
像
ヲ
唐
銅
佛
ニ
鑄
移
安
置
セ
リ
今
日
ノ

本
尊
是
ナ
リ
」９
と
あ
っ
て
、
明
治
中
期
に
は
貞
傳
が
ウ
ス
善
光
寺
に
来
て
仏
像

を
作
り
、
安
置
し
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。
内
田
邦
彦
『
津
軽
口
碑

集
』（
一
九
二
九
）
に
も
「
此
今
別
よ
り
松
前
ま
で
は
海
を
越
え
て
十
里
も
あ
る

べ
き
に
、
此
上
人
は
い
つ
も
松
前
に
往
つ
て
來
る
と
て
は
草
履
ば
き
に
て
出
で

往
け
り
」10
と
あ
っ
て
、
貞
傳
の
渡
道
は
一
般
に
広
く
流
布
さ
れ
た
伝
承
で
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
た
め
現
在
も
、
ウ
ス
善
光
寺
の
寺
伝
に
は
、
貞
傳

が
中
興
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
貞
傳
渡
道
説
は
、
貞
傳
作
ウ
ス
善
光

寺
秘
仏
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
の
背
面
に
「
貞
傳
作
」
と
あ
る
こ
と
に
依
拠
す

る
11

。
と
こ
ろ
で
、
河
野
が
考
証
し
て
い
る
よ
う
に
、
貞
傳
の
没
年
は
享
保
一
六
年

（
一
七
三
一
）
四
月
一
〇
日
で
あ
る
。『
御
由
来
』
に
は
「
壬
子
の
年
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
貞
傳
示
寂
の
翌
享
保
一
七
年
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
前
の
「
壬
子
」
は
寛

文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
と
な
り
貞
傳
の
誕
生
前
と
な
る
。
ま
た
こ
れ
が
「
壬

午
」
の
誤
記
で
あ
っ
て
も
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
と
な
り
、
貞
傳
が
弘
前

で
修
行
中
の
時
期
に
あ
た
る
の
で
お
か
し
い
。

そ
の
た
め
河
野
は
『
御
由
来
』
を
『
北
海
道
史
』
に
は
引
用
し
な
か
っ
た
。

『
御
由
来
』の
成
立
年
代
に
は
考
察
す
る
点
は
み
ら
れ
る
が
、
河
野
は
貞
傳
渡
道

を
肯
定
し
て
い
た
よ
う
だ
。
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
七
月
に
刊
行
さ
れ
た

河
野
常
吉
『
北
海
道
名
勝
誌
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

有
珠
湾
頭
ニ
往
古
如
来
堂
ア
リ
シ
ト
云
フ
。
慶
長
十
八
年
五
月
松
前
慶
広

船
ニ
乗
ジ
此
地
ニ
至
リ
如
来
堂
ヲ
再
興
ス
。
現
今
寺
院
境
内
ヲ
距
ル
五
町

許
字
「
ウ
ツ
コ
モ
リ
」
ニ
地
蔵
堂
ア
リ
堂
外
ニ
善
光
寺
仏
ノ
石
像
ア
リ
方

今
之
ヲ
元
善
光
寺
ト
称
ス
蓋
シ
其
地
ナ
ラ
ン
廻
国
巡
礼
者
等
往
々
来
リ
詣

ヅ
。
寛
文
年
中
江
州
伊
吹
山
ノ
僧
円
空
、
享
保
年
間
津
軽
本
覚
寺
ノ
僧
貞

伝
亦
此
処
ニ
来
ル
。
文
化
元
年
幕
府
蝦
夷
地
開
発
ノ
タ
メ
ニ
東
蝦
夷
地
ニ

宮
本

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵
伝
貞
傳
手
記
『
大
臼
山
御
由
来
』
翻
刻
と
解
題
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三
寺
ヲ
設
ク
ル
ヤ
善
光
寺
其
一
ニ
居
ル
。
浄
土
宗
増
上
寺
末
ニ
シ
テ
大
臼

山
道
場
院
ト
号
ス
。
寺
格
ハ
香
衣
檀
林
ニ
準
ジ
僧
秀
暁
住
職
タ
リ
。
文
化

二
年
来
着
ス
。
寺
禄
年
々
米
百
俵
、
金
四
拾
八
両
、
十
二
人
扶
持
ヲ
給
ス
。

明
治
三
年
有
珠
郡
支
配
伊
達
邦
成
現
米
二
人
扶
持
ヲ
給
ス
。
邦
成
支
配
ヲ

免
ジ
開
拓
使
ニ
引
継
グ
。
同
七
年
ヨ
リ
十
六
年
迄
十
箇
年
間
逓
減
禄
ヲ
給

セ
リ
。
堂
宇
間
口
六
間
、
奥
行
八
間
外
ニ
庫
裡
ア
リ
。
境
内
樹
木
多
ク
古

色
蒼
然
タ
リ
。12

こ
れ
に
よ
る
と
「
享
保
年
間
津
軽
本
覚
寺
ノ
僧
貞
伝
亦
此
処
ニ
来
ル
」
と
あ

る
。
河
野
は
、
貞
傳
渡
道
が
あ
っ
た
と
み
て
い
た
。
北
海
道
立
図
書
館
北
方
資

料
室
「
河
野
常
吉
資
料
」（
請
求
記
号M

/1650

）
に
よ
る
と
、
大
正
一
〇
年
（
一

九
二
一
）八
月
、
河
野
は
ウ
ス
善
光
寺
の
什
物
調
査
を
し
た
よ
う
で
、『
北
海
道

志
』
一
〇
巻
地
理
部
と
考
証
し
て
、
そ
の
記
載
に
相
違
が
あ
る
こ
と
を
書
留
め

て
い
る
。
ま
た
こ
の
中
で
、『
御
由
来
』
と
同
じ
よ
う
に
村
上
嶋
之
允
『
蝦
夷
嶋

奇
観
』
に
あ
る
ウ
ス
善
光
寺
の
記
事
を
も
考
証
し
て
い
る
。

犀
川
曰
、
貞
傳
津
軽
本
覚
寺
住
佛
師
ナ
リ
、
享
保
十
七
壬
子
年
有
珠
ヘ
モ

参
詣
シ
タ
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
（
貞
傳
ハ
享
保
十
五
年
死
去
セ
リ
）

右
は
、
貞
傳
を
「
津
軽
本
覚
寺
住
佛
師
」
と
表
現
し
て
お
り
、
渡
道
時
期
を

「
享
保
十
七
壬
子
年
」
と
し
て
い
る
の
で
、『
御
由
来
』
と
校
合
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
享
保
一
五
年
死
去
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
六
年
の
誤
記
で
あ
る
。

河
野
が
『
御
由
来
』
を
用
い
て
考
証
し
て
い
た
と
い
え
る
。

二
、『
御
由
来
』
の
意
訳

次
に
『
御
由
来
』
の
内
容
を
み
て
い
き
た
い
。
御
由
来
に
は
「
慈
覺
大
師
御

難
行
記
」と
い
う
副
題
が
つ
い
て
お
り
、
貞
傳
が
慈
覚
大
師
円
仁（
七
九
四
〜
八

六
四
）
の
蝦
夷
地
渡
海
を
手
記
し
た
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。
文
体
は
い
た
っ

て
抒
情
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
慈
覚
大
師
」
あ
る
い
は
「
貞
傳
」
等
の

固
有
名
詞
が
文
中
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、『
御
由
来
』の
主
体
が
慈
覚
大

師
円
仁
（
以
下
、
円
仁
）
か
貞
傳
で
あ
る
の
か
が
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
こ
の

中
に
は
山
人
の
「
い
そ
」
な
る
人
物
が
登
場
す
る
。

『
御
由
来
』は
、
蝦
夷
地
へ
渡
海
し
た
僧
侶
の
視
点
で
語
ら
れ
る
。
蝦
夷
地
の

地
名
は
み
ら
れ
る
が
、
本
州
の
ど
の
地
点
か
ら
渡
海
し
た
の
か
、
ど
の
地
へ
着

い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
御
山
」
と
い
う
単
語
が
渡
海
前

と
渡
海
後
に
は
み
ら
れ
る
の
で
、
本
州
の
霊
山
か
ら
蝦
夷
地
の
霊
山
を
目
指
し

て
渡
海
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

従
来
知
ら
れ
て
い
る
『
善
光
寺
縁
起
』
と
は
制
作
意
図
が
異
な
っ
て
い
る
の

か
、
具
体
的
な
固
有
名
詞
は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
時
系
列
と
し
て
は
、

蝦
夷
地
に
到
着
し
た
の
が
、「
壬
子
の
年
の
秋
九
月
十
二
日
の
子
之
刻
あ
た
り
」

で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
「
い
そ
」
と
出
会
い
「
十
日
二
十
日
二
月
餘
り
」
を
過

ご
し
た
後
に
、
船
で
移
動
し
春
ご
ろ
に
「
ウ
ツ
コ
モ
リ
」
へ
到
着
す
る
。

次
に
載
せ
る
意
訳
は
、『
善
光
寺
縁
起
』を
ふ
ま
え
、
報
告
者
が
適
宜
内
容
を

補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
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①

蝦
夷
地
渡
海

ど
う
し
た
こ
と
か
、
近
頃
の
乾
き
果
て
た
よ
う
な
御
空
の
様
子
は
、
海
原
は

遠
く
物
の
怪
の
よ
う
に
ゆ
ら
い
で
い
る
。
い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
、
こ
れ
は
ど
う

し
た
こ
と
か
。
海
に
は
黒
い
か
た
ま
り
が
、
雲
の
よ
う
に
漂
っ
て
い
る
。
御
山

を
こ
そ
果
て
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
悲
し
い
か
な
、
海
の
む
こ
う
に
は
弘
誓
に

洩
れ
る
も
の
が
い
た
の
だ
。

大
願
が
成
っ
て
数
年
、
さ
ら
に
混
濁
不
浄
の
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
、
称
名

を
唱
へ
て
浦
へ
と
こ
ぎ
い
で
よ
う
と
す
る
と
、
人
々
が
走
り
寄
っ
て
「
ど
う
し

て
底
も
知
れ
な
い
大
海
へ
漕
ぎ
出
て
い
る
の
で
す
か
」、「
こ
れ
は
気
の
毒
で
し

か
た
が
な
い
、渡
ら
せ
て
さ
し
あ
げ
ま
し
ょ
う
」、「
渡
ら
せ
て
さ
し
あ
げ
ま
し
ょ

う
」
と
人
々
が
御
僧
の
渡
海
を
助
け
よ
う
と
し
た
。

た
と
え
激
浪
が
き
て
も
衆
生
済
度
の
誓
願
が
あ
る
の
で
、
ど
う
し
て
船
が
こ

わ
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
言
い
聞
か
せ
、
法
衣
の
袖
に
す
が
る
信
者
と
わ
か

れ
た
。
そ
れ
で
も
信
者
ら
は
小
船
を
押
し
て
海
へ
出
た
。

風
は
荒
れ
海
鳴
り
が
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
。
船
は
木
葉
の
よ
う
に

波
に
ゆ
れ
て
、
行
方
も
定
か
で
は
な
い
。
沖
へ
も
つ
い
て
き
て
い
る
人
々
に
、

詮
無
い
こ
と
を
し
て
心
苦
し
く
思
い
、
専
念
一
向
に
仏
の
加
護
を
願
お
う
と
し

て
、
舩
の
端
に
立
っ
て
西
方
浄
土
の
弥
陀
如
来
、
十
方
遍
生
の
諸
仏
を
拝
す
る

と
、
た
ち
ま
ち
に
天
候
が
回
復
し
た
。

壬
子
の
年
の
秋
、
九
月
十
二
日
の
子
之
刻
あ
た
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

②

蝦
夷
地
上
陸

祈

に
よ
っ
て
、
空
は
晴
れ
渡
り
海
鳴
り
も
や
み
風
も
お
さ
ま
っ
て
波
も
お

だ
や
か
に
な
っ
た
。
す
る
と
浜
が
み
え
、
高
さ
五
〜
六
丈
余
り
の
岩
が
険
し
く

そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
そ
の
辺
り
に
は
、
山
全
体
に
巨
木
大
材
が
深
々
と
茂
っ

て
お
り
、
秋
ご
ろ
に
も
関
わ
ら
ず
、
す
で
に
白
雪
が
降
っ
て
い
る
。
見
返
す
と

山
影
が
雲
と
見
間
違
え
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い
御
仏
の
加
護

が
あ
る
か
と
、
海
に
向
か
っ
て
拝
み
伏
し
た
。

人
々
を
招
い
て
風
の
あ
る
う
ち
に
帰
り
な
さ
い
と
勧
め
る
と
、「
ど
う
し
て
人

が
い
な
い
島
に
、
残
せ
ま
し
ょ
う
か
」と
泣
き
叫
ぶ
人
々
に
、「
詮
無
い
こ
と
で

嘆
く
こ
と
で
す
。
僧
と
は
三
界
を
逃
れ
る
身
で
す
。
人
々
は
飢
え
や
悲
し
み
を

覚
え
る
身
で
す
。
早
く
帰
り
な
さ
い
」
と
岸
へ
降
り
た
。

眼
前
の
大
国
に
こ
れ
か
ら
は
我
身
に
よ
っ
て
有
縁
の
仏
土
に
し
よ
う
と
思
え

ば
、
身
は
鶴
翼
を
つ
け
た
よ
う
に
軽
く
、
心
は
宝
珠
を
も
っ
た
よ
う
に
勇
ま
し

く
思
う
。
す
げ
な
く
人
々
を
帰
ら
せ
、
樹
の
間
か
ら
船
を
見
送
り
、
笠
を
か
け
、

錫
杖
を
と
っ
て
奥
へ
と
分
け
入
っ
て
い
く
。

四
方
に
生
い
茂
る
草
を
か
き
わ
け
る
。
周
囲
に
遮
る
も
の
な
く
、
険
し
く
肌

さ
む
い
。
昼
は
名
も
知
れ
ぬ
木
の
実
や
竹
の
葉
を
あ
さ
り
、
枯
枝
を
た
わ
め
て

庵
を
結
び
、
あ
る
時
は
渓
谷
に

伽
水
を
汲
み
、
ま
た
あ
る
時
は
明
月
に
誦
経

の
声
を
ひ
び
か
せ
、
峻
険
な
峰
々
や
海
で
修
行
し
て
幾
日
も
過
ご
し
た
。

③

山
人
「
い
そ
」
と
の
出
会
い

草
木
国
土
は
皆
尽
く
仏
と
は
言
う
が
、
木
石
に
心
が
な
い
の
で
結
縁
の
し
よ

う
が
な
い
。
海
波
が
漫
々
と
し
て
い
る
様
を
な
が
め
、
大
い
に
嘆
い
て
眉
を
ひ

そ
め
て
い
る
と
、
白
砂
に
異
形
の
足
跡
が
あ
る
。
さ
て
は
と
思
っ
て
足
跡
を
追

う
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。
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こ
こ
に
も
人
間
が
住
ん
で
い
る
の
か
と
思
い
、
釈
尊
が
羅
漢
を
須
弥
に
尋
ね

た
よ
う
に
、三
蔵
法
師
が
西
域
に
宝
巻
を
得
た
の
と
同
じ
よ
う
に
胸
が
鳴
っ
て
、

錫
杖
の
音
も
鳴
り
響
く
。
河
を
の
ぼ
る
と
汀
に
紅
い
花
が
淋
し
く
咲
き
、
霜
に

や
ら
れ
て
し
ぼ
ん
だ
か
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
花
で
は
な
く
実
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
食
べ
る
と
、
甘
く
て
食
に
適
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

更
に
川
の
流
に
沿
っ
て
行
く
と
、
樹
の
間
か
ら
煙
が
み
え
る
。
ど
こ
か
ら
か

奇
声
が
漏
れ
聞
こ
え
て
く
る
。
松
の
よ
う
な
木
に
大
き
な
鳥
の
巣
が
み
え
る
。

何
の
鳥
か
と
見
て
い
る
と
、
毛
物
が
す
る
す
る
と
木
か
ら
降
り
て
目
の
前
に
立

ち
は
だ
か
っ
た
。

錫
杖
で
大
き
な
音
を
鳴
ら
す
と
、
毛
物
は
驚
い
て
飛
ぶ
よ
う
に
樹
の
間
を

走
っ
て
行
っ
た
。
走
っ
た
影
を
見
る
と
、
毛
物
で
は
な
い
。
こ
れ
こ
そ
、
韃
靼
・

粛
慎
の
果
て
で
あ
る
。「
こ
こ
に
住
む
人
は
い
る
か
」と
聞
く
が
言
葉
は
通
じ
な

い
。
こ
れ
は
御
山
の
麓
に
住
む
山
人
の
「
い
そ
」
で
あ
っ
た
。「
い
そ
」
と
は
、

数
日
交
流
し
た
け
れ
ど
も
、
相
手
が
語
る
言
葉
は
こ
ち
ら
に
通
じ
ず
、
こ
ち
ら

の
言
葉
は
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
。
お
互
い
の
表
情
で
伝
え
合
う
の
も
お
も
し
ろ

い
。二

ヶ
月
た
っ
て
も
川
沿
い
の
草
む
ら
を
宿
と
し
、樹
皮
を
は
い
で
足
に
あ
て
、

石
を
抱
い
て
は
枕
と
し
、
秋
も
過
ぎ
て
降
り
積
る
雪
に
の
ど
を
う
る
お
し
、
早

朝
に
北
斗
星
を
仰
い
で
、
夕
辺
に
月
を
み
て
は
修
行
を
続
け
た
。
そ
れ
を
怠
る

事
は
な
い
が
、
身
は
耕
野
の
巷
に
あ
っ
て
手
に
は
降
魔
の
錫
も
あ
り
な
が
ら
、

ど
う
し
て
衆
生
と
結
縁
で
き
な
い
で
い
る
の
か
と
、
涙
が
と
ま
ら
な
い
。

④

ウ
ス
到
着

御
僧
は
、「
い
そ
」
と
と
も
に
船
を
つ
け
て
い
る
「
そ
ま
な
」
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
、「
め
な
」と
い
う
あ
た
り
を
へ
て
、
大
河
を
二
つ
越
へ
て
、「
し
ゝ
こ
い
」

川
を
の
ぼ
る
。
す
る
と
水
か
さ
が
増
し
て
、
舟
が
押
し
流
さ
れ
る
。
流
石
に「
い

そ
」
と
言
葉
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
い
た
わ
り
を
も
っ
て
、
何
と
な
く
見
守
っ
て

く
れ
る
。
岸
へ
着
く
と
、
嬉
し
い
と
思
う
間
も
な
く
、
ま
だ
見
ぬ
大
河
が
横
た

わ
る
。そ
こ
か
ら
船
は
さ
ら
に
六
・
七
日
か
け
て
峨
々
た
る
大
山
の
も
と
を
通
っ

て
「
れ
ん
け
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
着
い
た
。
す
ば
ら
し
い
場
所
に
着
い
た
こ
と

を
御
仏
に
感
謝
す
る
。
長
く
船
の
上
に
居
た
の
で
体
は
な
え
て
い
る
が
、
断
食

を
七
日
間
修
し
た
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
よ
う
や
く
「
い
そ
」
の
言
葉
も
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
理

解
し
て
き
た
。「
れ
ん
け
」よ
り
さ
ら
に
行
く
と
、
如
来
が
示
現
し
た
よ
う
な
大

臼
山
の
麓
の
「
ウ
ツ
コ
モ
リ
」
に
到
着
し
た
。
見
る
と
、
春
黛
の
諸
山
が
遠
く

つ
ら
な
り
、
北
斗
の
方
角
に
は
、
高
い
富
士
の
よ
う
な
御
山
が
紫
雲
を
ま
と
っ

て
い
る
。
西
南
に
は
海
の
よ
う
な
湖
が
広
が
っ
て
底
も
見
え
な
い
。
無
憂
樹
の

枝
は
み
ら
れ
な
い
が
、
古
の
鹿
野
苑
に
似
た
光
景
が
広
が
る
。
こ
れ
こ
そ
詣
願

の
成
就
で
あ
る
。
あ
な
か
し
こ
、
あ
な
か
し
こ
。

三
、『
御
由
来
』
解
釈

『
御
由
来
』で
主
体
と
な
る
の
は
副
題
か
ら
察
す
る
に
、
円
仁
と
考
え
る
。
こ

の
『
御
由
来
』
は
お
よ
そ
四
つ
の
構
成
に
分
け
ら
れ
る
。
①
蝦
夷
地
渡
海
、
②

蝦
夷
地
上
陸
、
③
山
人
「
い
そ
」
と
の
出
会
い
、
④
ウ
ス
到
着
で
あ
る
。
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こ
の
う
ち
①
の
蝦
夷
地
渡
海
の
場
面
で
は
、
副
題
の「
慈
覺
大
師
御
難
行
記
」

と
あ
る
よ
う
に
、
渡
海
場
は
円
仁
開
基
の
由
来
が
あ
る
下
北
半
島
の
恐
山
で
あ

る
と
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
「
大
願
」
と
は
、『
善
光
寺
縁
起
』
を
具
に
み
る
と
円

仁
が
恐
山
に
地
蔵
菩
薩
を
安
置
し
て
一
宇
を
建
立
し
た
こ
と
と
了
解
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
円
仁
が
恐
山
か
ら
蝦
夷
地
へ
渡
海
し
た
場
面
と
解
せ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
こ
の
場
面
で
は
、
円
仁
を
見
送
り
に
来
た
信
者
ら
と
と
も
に
海
難
に

遭
い
、
こ
れ
を
円
仁
が
祈

の
力
で
鎮
め
て
い
る
。
ま
た
こ
の
場
面
で
円
仁
は
、

阿
弥
陀
如
来
と
十
方
遍
生
の
神
仏
に
願
っ
て
お
り
、
そ
の
後
に
阿
弥
陀
如
来
が

本
地
と
さ
れ
る
霊
山
ウ
ス
へ
向
う
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
恐
山
の
海
上
安
全
の
利
益
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
下
北
半

島
で
は
、
一
般
に
「
死
ね
ば
お
や
ま
（
恐
山
）
に
行
く
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

海
の
宗
教
に
は
、
弁
天
・
荒
神
・
天
妃
・
金
毘
羅
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
恐

山
も
ま
た
海
で
亡
く
な
っ
た
仏
を
祀
る
山
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。
恐
山
の
海
難

に
因
る
死
者
供
養
が
、
現
世
利
益
と
結
び
つ
き
、
円
仁
作
の
延
命
地
蔵
菩
薩
を

ま
つ
る
恐
山
信
仰
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
13

。

諸
国
の
海
商
は
、
恐
山
に
常
夜
灯
を
寄
進
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
信
仰
が

『
御
由
来
』に
も
端
的
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
円
仁
は
海
難
を
鎮

め
る
法
力
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
利
益
は
円
仁
渡
海
に
よ
っ
て
蝦
夷
地
へ
も
も

た
ら
さ
れ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。『
御
由
来
』で
は
、
下
北
半
島
と
連
関
さ
せ
た
当

該
地
域
の
信
仰
を
端
的
に
見
て
と
れ
る
。

次
に
②
の
場
面
を
み
る
と
、
高
さ
が
五
〜
六
丈
（
約
18
ⅿ
）
の
岩
が
険
し
く
、

山
全
体
に
巨
木
が
茂
る
地
に
到
着
し
た
と
あ
る
。
恐
山
を
出
て
到
着
し
た
先
の

山
も
「
御
山
」
と
表
記
し
て
い
る
。
す
る
と
到
着
し
た
先
も
ま
た
霊
山
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
到
着
し
た
こ
と
を
喜
ん
で
円
仁
は
海
に
向
か
っ
て
拝
み
伏

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
恐
山
を
拝
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
下
北
半
島
か
ら
蝦
夷
地
へ
渡
海
し
た
地
で
も
修
行
す
る
。
こ
の
場
面
で

は
、「
木
の
実
や
竹
の
葉
を
あ
さ
り
」と
あ
っ
て
、
円
仁
が
木
食
行
を
修
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
峰
々
を
歩
い
て
草
庵
で
暮
ら
し
、
渓
谷
に

伽
水

を
汲
ん
で
、
明
月
を
待
つ
な
ど
の
月
待
の
行
を
修
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
山
岳

修
行
の
特
徴
で
あ
る
14

。

次
に
、
③
山
人
「
い
そ
」
と
の
出
会
い
を
み
る
。
円
仁
が
、
砂
浜
に
足
跡
を

み
つ
け
、
意
気
揚
々
と
川
上
を
の
ぼ
る
と
、
甘
く
て
食
に
適
し
た
実
を
見
つ
け

る
。
木
の
実
や
山
菜
が
豊
富
な
場
所
で
、
一
帯
が
木
食
行
に
適
し
た
場
所
と
わ

か
る
。
木
食
行
と
は
、
穀
類
を
断
っ
て
木
の
実
や
山
菜
な
ど
を
食
べ
て
修
行
す

る
こ
と
を
い
う
。
木
食
円
空
や
木
喰
行
道
の
よ
う
な
回
国
行
者
が
訪
れ
て
い
る

が
、
そ
の
よ
う
な
行
者
の
修
行
を
連
想
さ
せ
る
。

大
木
か
ら
す
る
す
る
と
降
り
て
き
た
「
い
そ
」
を
「
毛
物
」
と
み
ま
ち
が
え
、

錫
杖
の
音
に
驚
い
た
「
い
そ
」
を
み
て
、「
た
つ
た
ん
」「
し
く
し
ん
」
の
果
て

で
あ
る
と
判
じ
て
い
る
。「
た
つ
た
ん
」と
は
、
韃
靼
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
元

滅
後
に
北
方
へ
逃
れ
た
蒙
古
系
民
族
を
さ
し
、「
し
く
し
ん
」
と
は
「
粛
慎
」
の

意
で
、
中
国
古
代
の
北
方
民
族
を
い
う
。

そ
の
御
山
の
麓
に
住
む
山
人
の
「
い
そ
」
と
問
答
す
る
が
、
言
葉
は
通
じ
な

い
。『
御
由
来
』
で
唯
一
名
前
が
登
場
す
る
の
が
、
こ
の
「
い
そ
」
で
あ
る
。
萱

野
茂
に
よ
れ
ば
、「
イ
ソ
」
は
ア
イ
ヌ
語
で
豊
漁
を
さ
し
、「
イ
ソ
ン
」
は
狩
上

手
を
さ
す
と
い
う
15

。
円
仁
は
、
こ
こ
で
二
か
月
間
修
行
す
る
。

最
後
に
④
の
場
面
で
あ
る
。「
い
そ
」が
先
達
と
な
っ
て
ウ
ス
へ
同
道
す
る
内
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容
と
な
っ
て
い
る
。
円
仁
は
「
い
そ
」
と
と
も
に
「
そ
ま
な
」
を
出
発
し
、「
め

な
」
を
経
由
し
て
、
大
河
を
二
つ
越
え
、「
し
ゝ
こ
い
」
川
を
の
ぼ
る
と
あ
る
。

途
中
、
水
か
さ
が
増
し
て
、
舟
が
押
し
流
さ
れ
る
が
、「
い
そ
」の
助
け
を
か
り

て
す
す
ん
で
い
く
。
大
河
を
わ
た
り
、
そ
こ
か
ら
船
で
六
・
七
日
か
け
て
峨
々

た
る
大
山
の
も
と
を
通
っ
て
「
れ
ん
け
」
に
到
着
し
た
と
い
う
。

「
れ
ん
け
」と
は
、
現
在
の
礼
文
華
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
ま
で
移
動
は

船
で
し
た
よ
う
で
、
だ
い
ぶ
弱
っ
た
姿
が
か
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
お
し
て
断

食
を
七
日
間
修
し
て
諸
仏
に
感
謝
す
る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
よ
う
や
く「
い

そ
」
の
言
葉
も
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。

さ
て
「
れ
ん
け
」
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
大
臼
山
の
麓
の
「
ウ
ツ
コ
モ
リ
」

に
到
着
し
た
。
こ
の
場
所
は
河
野
が
い
う
よ
う
に
、
も
と
も
と
ウ
ス
善
光
寺
が

あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
現
在
は
、
こ
の
場
所
に
は
ウ
ス
善
光
寺
が
管
理
す
る
地

蔵
堂
（
伊
達
市
）
が
あ
っ
て
、
海
中
か
ら
出
現
し
た
と
伝
わ
る
延
命
地
蔵
菩
薩

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。『
御
由
来
』で
は
円
仁
が
苦
難
の
末
に
ウ
ス
に
辿
り
着
い

た
場
面
で
終
わ
る
。

以
上
、『
御
由
来
』は
ウ
ス
善
光
寺
の
円
仁
開
基
を
語
る
資
料
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
円
仁
が
霊
場
恐
山
か
ら
、
蝦
夷
地
に
渡
海
し
、
苦
難
の
す
え

に
霊
場
有
珠
山
へ
た
ど
り
つ
い
た
こ
と
が
、
暗
に
ウ
ス
善
光
寺
の
円
仁
開
基
由

来
だ
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
御
由
来
』
が
貞
傳
手
記
と
さ
れ
る
点
に

も
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
次
に
、
貞
傳
信
仰
に
つ
い
て
み
て
い
き
た

い
。

四
、
貞
傳
信
仰
と
漁
業

貞
傳
信
仰
は
、
漁
業
と
深
く
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
貞
傳
の
伝
記
で
あ
る『
東

域
念
仏
利
益
伝
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

讃
州
塩
飽
の
舩
生
長
喜
屋
善
四
郎
と
い
へ
る
者
。
年
々
商
賣
の
た
め
津
軽

に
下
る
。
享
保
八
年
癸
卯
の
三
月
。
大
阪
よ
り
發
舩
し
下
り
し
に
。
津
軽

領
深
浦
の
沖
に
て
俄
に
大
難
凮
に
逢
ひ
一
舩
二
十
餘
人
の
水
主
お
の
〳
〵

丹
心
に
佛
神
に
祈
請
し
け
れ
ど
も
効
な
し
。
舩
簸
蕩
し
て
す
で
に
危
く
見

え
し
時
。
舩
主
善
四
郎
。
去
年
の
春
今
別
の
旅
宿
。
美
濃
屋
忠
右
衛
門
に

表
具
の
事
頼
れ
し
貞
傳
和
尚
の
名
号
の
事
思
ひ
出
し
。
頓
て
こ
れ
を
取
出

し
舩
の
表
に
懸
け
奉
り
。
一
舩
の
諸
人
一
心
に
声
を
發
し
て
念
佛
祈
願
せ

し
か
ば
。
凮
波
た
ち
ま
ち
妥

に
な
り
。
難
な
く
西
の

岩
﨑
と
い
ふ
所

へ
着
岸
せ
り
。
善
四
郎
並
に
二
十
餘
人
の
舟
子
ど
も
其
宿
忠
右
衛
門
を
同

道
し
。
早
速
本
覚
寺
へ
来
り
。
彼
名
号
を
も
持
参
し
。
舩
中
の
事
共
具
に

申
演
て
十
念
を
受
け
各

謝
し
て
け
り
16

貞
傳
は
信
者
の
者
た
ち
に
名
号
を
授
け
た
。
讃
岐
国
仲
多
度
津
郡
塩
飽
島
の

船
主
長
喜
屋
善
四
郎
は
津
軽
領
深
浦
の
沖
で
大
風
に
あ
い
危
う
く
沈
没
し
よ
う

と
し
た
と
き
、
貞
傳
か
ら
請
け
た
名
号
を
船
の
表
に
か
け
て
全
員
で
念
仏
を
唱

え
る
と
風
波
が
た
ち
ま
ち
お
だ
や
か
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
事
例
の
よ
う
に
貞
傳
の
名
号
に
は
海
難
除
け
の
利
益
が
あ
る
と
信
仰
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
利
益
が
海
の
神
で
あ
る
龍
神
や
船
の
神
そ
の
も
の
で
あ
る
船

玉
の
利
益
と
習
合
し
て
独
自
の
貞
傳
信
仰
と
な
っ
た
。
こ
の
信
仰
は
津
軽
に
と

ど
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）、『
山
形
日
記
』
に
次
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の
よ
う
な
記
録
が
残
る
。

一
、
六
月
廿
三
日
ヨ
リ
七
月
廿
三
日
迄
今
別
本
覺
寺
貞
傳
和
尚
金
銅
塔
婆

建
立
供
養
有
之
南
部
秋
田
松
前
ハ
不
及
申
近
國
ヨ
リ
參
詣
群
衆
シ
而
外
ヶ

濱
前
代
覺
無
之
由
和
尚
六
字
之
名
號
ヲ
授
ケ
候
由
名
僧
之
旨
申
候
17

右
よ
り
、
貞
傳
信
仰
が
津
軽
の
み
な
ら
ず
南
部
・
秋
田
・
松
前
へ
と
広
が
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
信
仰
は
蝦
夷
地
へ
も
伝
播
し
た
。
串
原
正
峯『
夷

言
俗
話
』（
一
七
九
二
）
に
は
、
ウ
ス
善
光
寺
の
「
本
尊
は
南
部
今
別
本
覚
寺
五

世
貞
傳
和
尚
の
作
佛
」18
と
し
て
い
る
。
一
八
世
紀
後
半
に
は
、
貞
傳
仏
が
ウ
ス

善
光
寺
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
串
原
は
、
貞
傳
を
「
津
軽
」
で
は
な
く
「
南
部
」
と
記
し
て
い
る
。
こ

れ
を
考
え
る
に
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
、
ウ
ス
場
所
へ
下
北
か
ら
渡
海
す
る
労

働
者
が
多
か
っ
た
こ
と
に
因
る
の
で
は
な
い
か
。
蝦
夷
地
へ
出
稼
ぎ
に
行
く
に

は
津
軽
海
峡
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
も
津
軽
海
峡
は
潮
流
の
速
い

難
所
で
あ
る
た
め
海
難
除
け
の
利
益
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
貞
傳
仏

が
津
軽
か
ら
下
北
へ
も
海
路
を
つ
た
っ
て
伝
播
し
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
を
示
す
よ
う
に
海
難
除
け
と
し
て
貞
傳
の
万
体
仏
は
当
時
人
気
が
あ
っ

た
。
こ
れ
は
高
さ
一
寸
二
分
（
約
３

６
㎝
）
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
で
あ
る
。
こ

の
利
益
に
つ
い
て
は
後
程
記
す
。
貞
傳
の
名
号
や
仏
像
を
持
て
な
い
人
は
、
本

覚
寺
境
内
に
あ
る
金
銅
塔
婆
背
面
の
名
号
を
拓
本
し
て
懐
中
し
た
。
こ
の
金
銅

塔
婆
は
『
今
別
町
史
』
に
よ
れ
ば
貞
傳
の
墓
所
で
あ
る
と
い
う
。

鑑
み
る
に
、
こ
の
拓
本
に
は
、
貞
傳
か
ら
印
施
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
利
益
が

期
待
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
代
以
降
、
礼
文
島
で
ニ
シ
ン
漁
が
盛
ん
で
あ
っ

た
頃
に
は
、
今
別
か
ら
も
網
元
衆
や
ヤ
ト
イ
が
こ
の
名
号
を
懐
中
し
て
出
港
し

た
19

。
万
体
仏
の
代
替
で
あ
る
。

お
な
じ
く
本
覚
寺
の
多
聞
天
堂
は
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に
貞
傳
が
発
願

し
て
建
立
し
た
堂
宇
で
あ
る
。
青
森
県
立
郷
土
館
の
民
俗
調
査
（
一
九
八
七
）

で
は
、
近
在
の
漁
師
は
出
漁
前
に
多
聞
天
堂
に
御
神
酒
を
供
え
、
豊
漁
と
海
上

安
全
を
祈
願
す
る
と
あ
る
20

。
松
前
で
も
貞
傳
の
万
体
仏
を
所
持
す
る
と
幸
せ

に
な
る
と
さ
れ
、
や
は
り
漁
業
関
係
者
の
信
仰
が
あ
り
、
船
魂
と
し
て
用
い
ら

れ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
21

。
蝦
夷
地
に
お
い
て
も
貞
傳
の
利
益
が
期
待
さ
れ
た
。

貞
傳
信
仰
を
背
景
に
『
御
由
来
』
が
成
立
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

五
、
蝦
夷
地
の
貞
傳
信
仰

さ
て
『
御
由
来
』
に
は
、「
津
軽
本
覚
寺
住
佛
師
」
と
あ
る
。
蝦
夷
地
に
お
い

て
貞
傳
は
仏
師
と
み
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
記
録

さ
れ
た
『
東
夷

々
夜
話
』
の
「
宇
壽
場
所
様
子
大
概
書
」
に
よ
れ
ば
、
貞
傳

仏
が
ウ
ス
善
光
寺
本
尊
に
な
る
前
は
、
地
蔵
堂
（
伊
達
市
）
に
安
置
さ
れ
て
い

た
と
あ
る
。
ま
た
本
尊
に
つ
い
て「
阿
弥
陀
三
体
有

之
候
内
一
体
宇
壽
場
所
え

安
置
致
し
置
候
由
」22
を
伝
え
聞
い
て
い
る
と
あ
る
。
こ
れ
を
解
釈
す
れ
ば
貞
傳

作
の
阿
弥
陀
仏
が
三
体
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
蝦
夷
地
に
伝
来
し
た
と
解
せ
ら
れ

る
。
貞
傳
は
今
別
本
覚
寺
住
職
で
あ
っ
て
仏
師
で
は
な
い
。
こ
れ
は
貞
傳
仏
の

利
益
が
蝦
夷
地
で
広
ま
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。

松
田
傳
十
郎
『
北
夷
談
』（
一
七
九
九
）
に
は
、
南
部
・
津
軽
辺
よ
り
「
臼
善

光
寺
参
り
」
と
し
て
参
詣
人
が
多
く
、
老
ア
イ
ヌ
曰
く
、
本
尊
は
網
に
か
か
っ

た
「
銕
仏
」
で
、
燃
え
る
よ
う
な
光
明
と
と
も
に
出
現
し
た
も
の
で
、
不
漁
ま
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た
は
悪
し
き
病
気
等
が
あ
る
と
き
は
、
参
詣
し
て
祈
願
す
る
と
効
が
あ
る
と
い

う
23

。
こ
の
「
銕
仏
」
が
貞
傳
作
阿
弥
陀
如
来
立
像
と
み
る
と
、
貞
傳
が
「
仏
師
」

と
み
な
さ
れ
る
の
も
首
肯
で
き
る
。
蝦
夷
地
に
お
け
る
貞
傳
信
仰
は
、
ま
ず
利

益
が
期
待
さ
れ
た
貞
傳
仏
が
蝦
夷
地
に
招
来
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
信
仰
の
対
象

と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

五
来
重
は
蝦
夷
地
の
流
水
灌
頂
を
し
て
「
海
難
供
養
者
の
た
め
に
円
空
に
た

の
ん
で
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
観
音
を
な
が
し
た
り
、
豊
漁
祈
願
で
な
が
し
た
も

の
が
、
漂
着
し
て
ま
つ
ら
れ
た
」24
と
し
て
い
る
。
貞
傳
仏
の
海
中
出
現
も
善
光

寺
信
仰
の
み
な
ら
ず
、
ウ
ス
で
流
水
灌
頂
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
さ
す
と
み

ら
れ
る
。

坂
倉
源
次
郎
『
北
海
随
筆
』（
一
七
三
九
）
に
は
「
絶
頂
焼
崩
れ
臼
の
形
の
如

く
に
残
り
麓
に
善
光
寺
の
弥
陀
と
て
安
置
せ
り
。
蝦
夷
も
是
を
尊
敬
し
不
思
議

の
奇
瑞
も
有
よ
し
云
傳
ゑ
、（
中
略
）西
は
太
田
山
、
東
は
臼
ヶ
嶽
と
て
信
心
の

者
は
参
詣
す
る
な
り
」25
と
あ
る
。
ア
イ
ヌ
も
善
光
寺
如
来
を
「
尊
敬
」
し
て
い

た
と
い
う
。
も
と
も
と
善
光
寺
信
仰
の
あ
る
当
該
地
域
に
貞
傳
仏
が
伝
来
し
た

こ
と
で
、
蝦
夷
地
に
お
い
て
は
仏
像
の
霊
験
が
期
待
さ
れ
た
信
仰
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ウ
ス
を
訪
れ
、
作
仏
を
残
し
た
円
空
（
一
六
六
六
）
や

木
喰
（
一
七
七
八
）
ら
も
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

つ
ま
り
ウ
ス
の
霊
山
と
し
て
の
機
能
が
、
聖
の
参
詣
を
う
な
が
し
、
貞
傳
も

そ
の
一
人
と
み
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
貞
傳
渡
道
の
伝
説
が
付
随
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
世
紀
後
半
に
は
貞
傳
仏
が
介
在
し
た
善
光

寺
信
仰
が
ウ
ス
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
傳
十
郎
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
南
部
・
津

軽
の
信
者
が
「
臼
善
光
寺
参
り
」
を
盛
ん
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

信
者
に
よ
っ
て
貞
傳
信
仰
が
ウ
ス
一
帯
に
根
付
い
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

串
原
正
峯
の
『
夷
諺
俗
話
』（
一
七
九
二
）
に
は
、「
ウ
ス
嶽
の
事
」
に
阿
弥

陀
如
来
の
堂
の
本
尊
は
南
部
今
別
本
覚
寺
五
世
貞
傳
の
作
仏
で
、
如
来
堂
の
う

ち
に
は
百
万
遍
の
数
珠
や
鉦
が
あ
り
、
ア
イ
ヌ
も
集
ま
っ
て
百
万
遍
を
く
り
、

念
仏
を
唱
え
、
回
向
願
文
も
日
本
言
葉
で
言
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
貞
傳
が
甚
だ

道
徳
の
あ
る
和
尚
で
こ
の
作
仏
は
奥
筋
の
者
ど
も
が
甚
だ
信
仰
を
な
す
と
こ
ろ

で
あ
る
と
い
う
26

。
今
別
は
津
軽
半
島
で
あ
り
「
南
部
今
別
本
覚
寺
」
と
す
る
の

は
誤
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
下
北
半
島
で
は
貞
傳
の
信
仰
が
篤
か
っ
た

こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
。

さ
て
ウ
ス
善
光
寺
の
日
鑑
に
よ
る
と
、蝦
夷
三
官
寺
と
な
っ
て
文
化
三
年（
一

八
〇
六
）、
二
世
鸞
洲
が
ア
ブ
タ
・
ウ
ス
両
場
所
の
ア
イ
ヌ
五
〇
〇
人
余
り
を
よ

ん
で
百
万
遍
念
仏
を
行
っ
て
い
る
。
串
原
の
い
う
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
当
該
地

域
の
ア
イ
ヌ
ら
は
念
仏
を
唱
え
て
い
た
よ
う
で
、
回
向
願
文
も
日
本
語
で
唱
え

て
い
た
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
特
有
な
事
象
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
文
化
年
間

ご
ろ
の
ア
ブ
タ
・
ウ
ス
場
所
の
ア
イ
ヌ
に
は
、
念
仏
を
受
容
す
る
素
地
が
あ
っ

た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

六
、
貞
傳
と
万
体
仏

貞
傳
信
仰
が
蝦
夷
地
に
入
っ
て
き
た
の
は
一
八
世
紀
後
半
の
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
。
串
原
は
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
（
一
七
八
九
）
で
生
き
残
っ
た

和
人
傳
七
の
所
持
品
に
万
体
仏
が
あ
っ
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
る
。

南
部
大
畑
村
傳
七
と
い
ふ
も
の
、
貞
傳
作
の
銅
佛
壹
寸
八
分
の
彌
陀
尊
像
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を
所
持
な
し
、
年
頃
信
仰
せ
し
が
、
尊
像
の
靈

に
よ
り
て
蝦
夷
地
に
て

大
難
を
除
か
れ
た
る
其
譯
は
、（
中
略
）
マ
メ
キ
リ
傳
七
に
向
い
ふ

は
、

其
方
に
尊
き
佛
像
を
所
持
有
る
よ
し
兼
々
聞
及
ぶ
所
な
り
。
夫
を
此
方
へ

渡
し
可

申
と
い
ふ
故
、傳
七
日
頃
身
を
離
さ
ず
大
切
に
信
仰
な
す
所
の
貞

傳
和
尚
作
の
阿
彌
陀
如
來
厨
子
入
の
尊
像
、
其
秘
藏
な
す
所
と
い
へ
と
も

一
命
に
は
か
へ
が
た
く
思
ひ
、（
中
略
）
尊
像
其
外
米
、
麹
、
酒
、
烟
草
、

木
綿
、
小
間
物
類
、
代
呂
物
不

相
渡
し
け
れ
ば
、
夫
を
夷
と
も
背
負
て

マ
メ
キ
リ
が
家
へ
も
ち
運
ひ
た
り
。（
中
略
）
進
退
爰
に
極
り
た
り
と
て
、

覺
悟
し
て
ゐ
た
り
し
に
、
程
な
く
間
近
く
成
て
、
ア
ツ
ケ
シ
婆
々
な
り
と

聲
々
に

り
参
り
し
故
、
兩
人
も
安

し
て
、（
中
略
）マ
メ
キ
リ
に
と
ら

れ
た
る
尊
像
並
に
交
易
代
品
物
等
取
返
し
、
伝
七
へ
渡
し
た
り
。
か
や
う

に
危
ふ
き
大
難
を

れ
、尊
像
も
先
の
手
へ
一
た
ん
渡
し
け
れ
ど
も
、又
々

伝
七
が
手
へ
戻
り
し
も
、
尊
像
の
霊
験
尊
む
べ
し
27

。

ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
に
よ
る
被
害
者
は
和
人
計
七
一
名
が
殺
害
さ
れ
、

直
接
の
加
害
者
と
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
計
三
七
名
は
入
牢
と
な
り
斬
首
、
処
刑
さ
れ

た
。
傳
七
は
、
ム
シ
リ
ケ
シ
の
ア
イ
ヌ
が
マ
メ
キ
リ
に
助
命
嘆
願
し
た
た
め
、

釈
放
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ア
ッ
ケ
シ
の
ア
イ
ヌ
ら
の
尽
力
で
「
私
諸
道
具
迄
徒
党

の
蝦
夷
よ
り
取
返
」28
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
万
体
仏
の
霊
験
で
あ
る
と
串
原
は
い
う
。
傳
七
所
持
の
万

体
仏
は
、
厨
子
入
り
の
「
銅
佛
壹
寸
八
分
」（
約
５

４
㎝
）
で
、
貞
傳
の
伝
記

で
あ
る
『
東
域
念
仏
利
益
伝
』
記
載
の
「
一
寸
二
分
」（
約
３

６
㎝
）
と
比
べ

る
と
一
回
り
大
き
い
。
こ
れ
は
万
体
仏
が
貞
傳
死
後
に
鋳
造
さ
れ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
北
海
道
博
物
館
所
蔵
の
万
体
仏
も
約
５
㎝
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
。
こ

れ
ら
も
貞
傳
の
死
後
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

飛
騨
屋

七
は
貞
傳
を
信
仰
し
て
い
た
。
ク
ナ
シ
リ
で
も
傳
七
は
肌
身
は
な

さ
ず
万
体
仏
を
所
持
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
飛
騨
屋
は
享
保
四
年（
一
七
一
九
）

三
月
か
ら
有
珠
山
の
伐
木
を
請
負
っ
て
お
り
、
そ
の
後
も
ヲ
サ
ル
ベ
ツ
川
を
基

地
に
山
へ
入
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
ウ
ス
の
御
堂
は
、
飛
騨
屋
に
雇
わ
れ
た
下

北
半
島
か
ら
の
労
働
者
の
信
仰
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。
時
代
的
に
も
貞
傳
が

活
躍
し
た
時
期
に
重
な
り
、
万
体
仏
を
は
じ
め
と
し
た
貞
傳
仏
招
来
の
契
機
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ウ
ス
一
帯
は
霊
場
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
ま
た
平
秩
東
作『
東
遊
記
』（
一

七
八
三
）
に
は
「
松
前
よ
り
東
に
ウ
ス
と
い
ふ
所
あ
り
。
是
に
善
光
寺
を
う
つ

し
て
靈
佛
た
ゝ
せ
給
ふ
と
い
ふ
。
信
州
の
佛
は
ウ
ス
の
上
に
立
せ
給
ふ
。
臼
と

い
へ
る
名
に
よ
り
て
善
光
寺
を
う
つ
す
な
る
べ
し
29

」
と
あ
る
。

東
作
の
い
う
よ
う
に
蝦
夷
地
に
あ
っ
て
ウ
ス
に
は
信
州
善
光
寺
信
仰
が
早
く

か
ら
あ
っ
た
。
さ
ら
に
円
仁
開
基
が
こ
れ
に
加
わ
る
。『
善
光
寺
縁
起
』は
ウ
ス

善
光
寺
二
世
鸞
洲
に
随
従
し
た
大
基
に
よ
っ
て
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
書

か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

行
東
蝦
夷
地
の
海
岸
大
臼
の
麓
に
来
り
て
、
江
山
の
有
様
心
と
ま
り
て
覚

え
給
ひ
し
か
ば
、
樹
下
の
石
に
草
を
敷
ひ
て
一
夜
を
明
し
終
夜
弘
法
利
物

の
回
顧
し
て
衣
に
か
く
る
珠
よ
り
も
木
の
間
の
袖
の
梅
雨
し
げ
く
四
無
量

三
昧
に
入
て
悲
願
ね
も
ご
ろ
に
ま
し
ま
せ
し
暁
に
、
ふ
り
さ
け
見
れ
は
峯

に
残
れ
る
有
明
の
月
な
ら
で
、
瑞
光
耀
々
と
し
て
紫
雲
靉
靆
た
り
、
大
師

未
曾
有
の
思
ひ
を
な
し
峯
頂
を
望
み
給
ふ
に
奇
な
る
か
な
一
光
三
尊
の
阿

弥
陀
如
来
雲
間
に
住
立
ま
し
く
光
明
遍
ね
く
照
し
て
山
海
金
色
と
な
り
ぬ
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大
師
は
尊
顔
を
譫
仰
し
て
礼
拝
讃
嘆
し
、
一
心
合
掌
し
て
広
度
衆
生
の
志

願
を
述
給
ふ
に
忝
も
如
来
微
笑
し
て
告
給
は
く
、
我
衆
生
を
待
て
心
に
間

断
な
し
汝
か
発
願
こ
そ
我
本
懐
に
称
へ
り
、
然
り
と
い
へ
ど
も
、
時
い
ま

だ
到
ら
ず
汝
唯
利
生
の
縁
を
な
し
当
来
の
益
を
期
す
べ
し
我
跡
を
信
州
善

光
寺
に
垂
る
と
い
へ
ど
も
今
よ
り
此
地
に
影
向
し
て
機
縁
を
調
停
す
べ

し
、
汝
が
願
心
わ
が
大
悲
に
馨
じ
て
歩
み
を
此
地
に
運
ふ
者
は
往
生
浄
土

の
勝
因
た
ら
ん
と
、
ね
ん
こ
ろ
に
示
し
給
ひ
ぬ
大
師
は
ま
の
あ
た
り
金
口

の
霊
告
を
得
て
歓
喜
斜
な
ら
ず
、
当
来
此
地
に
於
て
仏
事
を
施
作
し
広
く

衆
生
を
利
せ
ん
と
、
渡
海
の
志
願
満
足
せ
り
と
雲
に
か
く
れ
行
く
真
容
を

う
つ
し
て
木
造
を
彫
み

を
折
り
て
小
宇
を
結
び
安
置
し
奉
り
て
当
来
の

利
物
を
願
じ
日
本
へ
帰
り
給
へ
り
、
是
す
な
は
ち
本
尊
降
臨
の
縁
由
善
光

寺
と
呼
な
ら
は
せ
る
基
本
な
り
30

右
の
『
善
光
寺
縁
起
』
に
よ
る
と
、
ウ
ス
善
光
寺
は
円
仁
が
一
光
三
尊
の
阿

弥
陀
如
来
を
感
見
し
て
創
建
し
た
も
の
と
い
う
。
蝦
夷
地
に
お
け
る
善
光
寺
信

仰
の
も
っ
と
も
古
い
記
録
は
、
松
前
家
の
事
蹟
を
記
し
た『
新
羅
之
記
録
』（
一

六
四
六
）で
あ
る
31

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ウ
ス
に
は
善
光
寺
如
来
御
堂
の
旧
跡
が

あ
っ
て
、
時
々
称
名
の
声
・
鉦
鼓
の
音
が
聞
こ
え
、
ア
イ
ヌ
ら
は
奇
異
の
思
い

を
な
し
た
と
い
う
。
こ
の
御
堂
は
、
松
前
藩
初
代
慶
廣
（
一
五
四
八
〜
一
六
一

六
）
が
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
）
冬
に
夢
の
お
告
げ
を
う
け
、
翌
年
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
は
円
仁
開
基
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て

い
な
い
。

七
、
貞
傳
手
記
と
円
仁
開
基

ウ
ス
善
光
寺
の
円
仁
開
基
も
ま
た
貞
傳
仏
と
同
じ
く
下
北
半
島
か
ら
入
っ
て

き
た
も
の
で
は
な
い
か
。
東
北
地
方
に
は
円
仁
開
基
を
縁
起
に
持
つ
寺
院
が
多

く
、
山
寺
と
し
て
有
名
な
立
石
寺
（
天
台
宗
）、
恐
山
の
菩
提
寺
（
曹
洞
宗
）
は

殊
に
知
ら
れ
て
い
る
。
東
北
地
方
の
寺
院
で
円
仁
の
開
基
と
伝
え
て
い
る
寺
院

は
一
四
〇
寺
、
中
興
と
す
る
も
の
が
二
二
寺
、
円
仁
に
関
係
す
る
遺
芳
が
あ
る

の
は
一
六
九
寺
も
あ
る
。
こ
れ
ら
円
仁
開
基
に
は
①
比
叡
山
の
堂
舎
・
儀
式
の

草
創
者
と
し
て
の
伝
説
、
②
浄
土
教
に
よ
る
往
生
伝
説
、
③
地
方
布
教
と
霊
験

伝
説
の
混
合
し
た
寺
院
開
創
伝
説
、
④
入
唐
中
の
苦
難
を
象
徴
化
し
た
伝
説
な

ど
が
み
ら
れ
る
32

。

こ
の
う
ち
『
善
光
寺
縁
起
』
と
『
御
由
来
』
で
は
③
の
地
方
布
教
と
霊
験
伝

説
の
混
合
し
た
寺
院
開
創
伝
説
の
要
素
が
み
ら
れ
る
。
と
く
に
『
御
由
来
』
は

そ
の
傾
向
が
大
き
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
略
縁
起
を
地
理
的
に
具
現
化
す
る

と
、
下
北
半
島
と
東
蝦
夷
地
と
の
親
和
性
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
地
蔵
菩
薩
が

救
済
す
る
地
獄
（
恐
山
）
の
先
に
は
浄
土
（
ウ
ス
）
が
あ
っ
て
蓮
池
（
洞
爺
湖
）

と
阿
弥
陀
如
来
（
ウ
ス
山
）
を
遥
拝
す
る
位
置
関
係
と
な
る
。

渡
海
す
る
下
北
半
島
の
雇
人
が
想
起
し
た
恐
山
の
他
界
を
ウ
ス
に
も
重
ね
た

形
と
な
る
。
結
果
、
円
仁
を
軸
と
し
、
海
峡
を
は
さ
ん
だ
広
域
な
霊
場
が
形
成

さ
れ
た
と
考
え
る
。『
善
光
寺
縁
起
』に
は
、
従
来
あ
っ
た
他
界
観
や
貞
傳
信
仰

を
用
い
て
、
参
詣
者
を
呼
び
込
む
意
図
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

恐
山
は
亡
者
の
魂
が
い
く
霊
山
で
あ
る
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
勤
修

さ
れ
た
恐
山
開
山
一
千
年
祭
に
は
、
加
賀
・
能
登
・
大
坂
・
堺
・
仙
台
・
福
山
・
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箱
館
・
古
平
・
小
樽
の
廻
船
問
屋
・
豪
商
・
漁
場
主
か
ら
常
夜
灯
が
寄
進
さ
れ

た
。
こ
れ
は
日
本
海
と
蝦
夷
地
を
往
復
し
た
海
運
業
者
が
海
上
安
全
を
祈
願
し

た
も
の
で
あ
る
。
恐
山
信
仰
に
は
死
者
供
養
と
海
上
安
全
祈
願
な
ど
の
現
世
利

益
と
い
う
両
面
が
み
と
め
ら
れ
る
33

。
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
は
、
恐
山
菩

提
寺
の
別
当
、
曹
洞
宗
吉
祥
山
圓
通
寺
に
よ
っ
て
『
奥
州
南
部
宇
曾
利
山
釜
臥

山
菩
提
寺
地
藏
大
士
略
縁
起
』
が
版
行
さ
れ
た
。

恐
山
の
常
夜
塔
を
み
る
と
、
場
所
請
負
人
と
し
て
有
名
な
山
田
文
右
衛
門
や

「
松
前
支
配
人
」「
松
前
伊
達
手
船
船
頭
船
中
」「
フ
ル
ビ
ラ
番
人
中
」「
ヲ
タ
ル

ナ
イ
場
所
浜
中
」
な
ど
か
ら
の
寄
進
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
西
蝦
夷
地
ま
で

恐
山
信
仰
が
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
34

。

以
上
の
よ
う
な
宗
教
的
需
要
の
高
ま
り
が
恐
山
信
仰
の
隆
盛
と
な
り
、
同
時

代
的
に
ウ
ス
善
光
寺
は
蝦
夷
三
官
寺
の
一
つ
と
な
り
、
寺
域
が
整
備
さ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
版
行
さ
れ
た
『
善
光
寺
縁
起
』（
一
八
〇
六
）
に
は
、
ウ
ス
一

帯
を
持
場
と
し
た
浄
土
宗
寺
院
の
由
来
が
求
め
ら
れ
た
だ
ろ
う
し
、
ま
た
近
隣

の
参
詣
人
を
集
め
る
意
図
も
あ
っ
た
ろ
う
。『
御
由
来
』に
は
、
種
々
の
利
益
が

期
待
さ
れ
た
円
仁
・
貞
傳
と
い
う
二
人
の
名
僧
を
登
場
さ
せ
た
こ
と
に
、
当
該

地
域
の
信
仰
的
需
要
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、『
御
由
来
』の
資
料
紹
介
を
し
た
。
従
来
、
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
資
料

で
は
あ
る
が
、
津
軽
海
峡
を
は
さ
ん
だ
信
仰
の
伝
播
を
知
る
上
で
は
大
変
重
要

な
資
料
で
あ
る
。
以
下
、
特
徴
を
三
点
あ
げ
る
。
①『
善
光
寺
縁
起
』と
異
な
り
、

円
仁
に
よ
る
ウ
ス
上
陸
が
書
か
れ
た
点
、
②
「
い
そ
」
が
先
達
と
な
っ
て
円
仁

を
ウ
ス
へ
導
い
て
い
る
点
、
③
『
御
由
来
』
を
貞
傳
が
手
記
し
た
と
伝
承
し
て

い
る
点
で
あ
る
。

貞
傳
は
伝
説
の
多
い
僧
侶
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
津
軽
半
島
に
と
ど
ま
ら

ず
、
北
海
道
に
ま
で
及
ん
で
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
貞
傳
信
仰
は
享
保
期
に

津
軽
・
下
北
半
島
か
ら
東
蝦
夷
地
へ
渡
っ
た
雇
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。『
御
由
来
』は
、
津
軽
海
峡
を
は
さ
ん
だ
信
仰
の
伝
播
を
窺

え
る
資
料
で
あ
る
。

本
資
料
が
北
海
道
庁
寄
託
本
で
あ
っ
た
性
格
に
も
因
る
の
だ
が
、
河
野
常
吉

に
よ
っ
て
考
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
再
度
言
及
し
た
い
。そ
も
そ
も『
北

海
道
史
』
編
纂
の
た
め
に
収
集
さ
れ
た
写
本
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
校
合
に
用

い
て
い
た
と
思
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
翻
刻
さ

れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

ま
た
『
御
由
来
』
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
の
が
、
恐
山
と
有
珠
山
の
津
軽
海
峡

を
挟
ん
だ
広
域
な
霊
場
の
形
成
で
あ
る
。
こ
れ
は
下
北
半
島
か
ら
の
海
運
業
者

の
往
来
に
因
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
円
仁
を
軸
と
し
た
二
つ
の
霊
山
の
親
和

性
が
注
目
さ
れ
る
。
同
時
代
的
な
略
縁
起
の
作
成
な
ど
、
両
地
域
に
お
け
る
往

来
が
増
加
し
た
こ
と
が
宗
教
的
需
要
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
霊
場
の
形
成
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
詳
細
に
論
証
し
て
い
き
た
い
。

本
稿
で
は
、
北
海
道
に
お
け
る
貞
傳
信
仰
の
実
態
を
考
察
す
る
う
え
で
、『
御

由
来
』
の
紹
介
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
報
告
す
る
に
い
た
っ
た
。
北
海
道
に

お
け
る
仏
教
の
伝
播
を
み
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
本
稿

が
貞
傳
信
仰
研
究
の
基
礎
資
料
の
一
つ
と
な
り
、
今
後
の
研
究
の
一
助
と
な
る

― ―35

宮
本

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵
伝
貞
傳
手
記
『
大
臼
山
御
由
来
』
翻
刻
と
解
題



こ
と
を
期
待
し
た
い
。

み
や
も
と

は
な
え
）

﹇
凡
例
﹈

一
、『
大
臼
山
御
由
来
』（
袋
綴
装
・
合
本
）
の
翻
刻
に
あ
た
り
、
底
本
を
北
海

道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
蔵
本
に
採
っ
た
。
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇

七
）
六
月
二
〇
日
に
胆
振
国
有
珠
町
（
現
、
伊
達
市
有
珠
）
の
吉
田
家
に
て

書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
行
取
は
凡
そ
底
本
通
り
と
し
、
丁
数
を
各
丁
末
に
付
し
た
。

一
、
漢
字
は
な
る
べ
く
原
文
の
ま
ま
と
し
、仮
名
は
通
行
の
字
体
を
使
用
し
た
。

一
、
文
中
に
あ
る
句
点
は
、
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
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﹇
翻
刻
﹈

貞
傳
手
記

」
01
オ

明
治
四
拾
年
六
月
二
十
日
膽
振
國
有
珠
町
住

吉
田
家
採
訪
史
料

享
保
年
代
津
軽
本
覚
寺
住
佛
師
貞
傳
記
之
）

」
01
ウ

大
臼
山
御
由
来

慈
覺
大
師
御
難
行
記

貞
傳
手
記

い
か
な
れ
は
こ
の
年
頃
の
乾
き
果
て
た
る
御
空
の
た
ゝ
つ
ま
へ
、
海

原
遠
く
ゆ
ら
〳
〵
と
も
の
ゝ
け
の
立
に
も
似
て
と
見
て
あ
る
に
、
そ
も

や
、
そ
は
そ
に
あ
ら
す
か
し
、
積
水
漆
漫
油
の
如
く
な
る
に

粟
稗
の
か
た
ま
り
と
も
似
や
ら
ぬ
黒
や
か
な
る
が
、
雲
と
も
つ
か
す
た

ゝ
よ
ゑ
る
こ
と
の
可
笑
し
さ
よ
、
さ
て
は
御
山
を
こ
そ
、
重
齢

の
果
て
と
も
覚
へ
つ
る
に
、
悲
し
や
な
海
波
の
あ
な
た
弘
誓
に

洩
る
ゝ
も
の
あ
り
と
は
覺
へ
た
り
、
あ
な
〔
虫
は
み

〕

〔

〕

〔

〕

大
願
こ
ゝ
に
成
る
も
彼
岸
の
衆
生
や
什

に
と
日
毎
の
空
に
あ

お
か
ぬ
あ
さ
も
な
く
夜
毎
の
波
に
と
も
わ
ぬ
夢
も
な
し
、〔

〕」
02
オ

其
年
も
く
れ
又
の
年
も
暮
れ
ぬ
、
あ
は
れ
花
の
臺
の
を
と
ゝ

の
意
も
空
州
の
春
に
隠
れ
さ
せ
、
い
た
わ
し
き
玉
葉
も

秋
風
に
散
り
玉
へ
、
今
は
と
て
都
に
も
心
な
く
て
な
ん
、
あ
わ
れ

混
濁
不
浄
の
身
を
も
大
悲
の
光
明
を
雲
烟
の
彼
岸
に

導
は
数
に
も
あ
ら
ね
は
、
よ
は
水
泡
に
も
消
え
か
し
と
、
あ
る

朝
衣
の
袖
を
は
す
ほ
り
て
口
に
称
銘
を
唱
へ
一

の
掉

に
浦
こ
き
い
で
ぬ
、
人
々
走
あ
は
て
り
、
い
か
に
底
ひ
も

知
れ
ぬ
大
海
を
は
い
つ
こ
を
さ
し
て
あ
こ
か
れ
給
に
や
、

こ
は
い
た
わ
し
く
も
も
の
ぐ
ろ
い
に
や
、
渡
ら
せ
給
や
ら
ん
、

あ
は
れ
と
ゝ
ま
ら
せ
玉
ひ
て
よ
、
い
な
と
よ
人
々
、
佛
の

慈
悲
は
遍
漫
な
り
、
激
浪
例
へ
九
天
を
浸
す
と
も

弘
誓
の
御
舟
は
い
か
で
朽
ち
や
れ
べ
き
そ
と
、
法
衣
の

袖
に
す
か
れ
る
衆
生
を
は
す
げ
な
く
も
打
ふ
り
て
立
む
づ

」
02
ウ

る
に
、
有
難
き
は
人
の
心
な
り
け
ん
、
我
も
〳
〵
と

と

り
か
い
押
し
送
り
付
た
る
に
、
風
あ
れ
海
鳴
り
あ
は

れ
此
の
世
か
ら
と
も
思
は
れ
ぬ
る
に
、
舟
は
木
葉
の
如
く
、

波
の
う
ね
〳
〵
ゆ
り
に
ゆ
れ
て
、
越
方
行
末
も
さ
た
か
な
ら
す
、

御
山
の
上
に
て
は
程
遠
か
ら
ぬ
と
覚
し
に
、
さ
て
は
、

い
つ
れ
と
さ
た
め
ぬ
沖
の
上
、
迷
し
か
壽
し
か
、
む
さ

き
我
身
は
も
の
数
な
ら
ね
、
ま
も
ら
い
越
せ
し
人
々
の

痛
し
さ
よ
、
詮
な
き
事
し
て
け
り
と
心
苦
し
ふ
は
、
あ
ん
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な
れ
と
、
今
は
は
や
せ
ん
よ
う
も
な
く
て
な
ん
、
あ
は
れ
此

の
上
は
専
念
一
向
に
御
佛
の
加
護
を
は
願
は
ん
め
れ

と
、
船
ば
た
に
立
ち
て
西
方
浄

の
弥
陀
如
来
扨
て
は

十
方
遍
生
の
諸
佛
を
拝
し
、
身
は
浮
草
の
波
の
間

に
〳
〵
た
ゝ
よ
へ
る
に
も
似
た
り
し
か
、
あ
ら
嬉
し
や
忝

」
03
オ

け
な
や
、
壬
子
の
年
の
秋
九
月
十
二
日
の
子
之
刻
あ
た
り

一
天
晴
れ
渡
り
て
海
に
音
な
く
、
風
納
り
て
浪
滑

か
に
な
り
つ
る
と
、
見
れ
は
こ
は
い
つ
こ
い
か
な
る
浦
濱
に

や
、
た
け
五
六
丈
に
余
る
岩
さ
か
し
く
そ
は
た
ち
て
、

其
の
陰
は
満
山
巨
木
大
材
深
々
と
し
て
蔽
ひ
重

れ
り
、
白
雪
早
々
其
の
上
に
降
り
ぬ
、
見
返
れ
は

御
山
の
影
遥
か
に
し
て
雲
か
と
も
見
ゆ
、
あ
は
れ

な
ん
ぼ
う
有
難
き
御
佛
の
加
護
も
や
と
砂
に
伏
し

て
越
し
方
を
拝
み
参
ら
せ
、
人
々
を
招
き
て
風
の

で
る
間
に
綱
と
き
玉
へ
、
と
勸
め
し
に
、
な
と
か
人
気
も

な
き
此
の
島
根
の
さ
む
し
ろ
に
、
御
僧
許
り
は
、

残
し
参
ら
せ
て
と
泣
き
叫
ふ
を
は
、
よ
し
な
き
事

を
な
け
か
る
ゝ
も
の
か
な
、
僧
は
是
三
界
脱

」
03
ウ

の
身
、
人
々
に
は
う
ゆ
も
の
悲
し
き
も
の
ゝ
覚
る
ゝ
身
達

な
り
、
早
々
帰
ら
せ
玉
へ
と
岸
に
降
る
、
流
石
別

れ
の
惜
ま
れ
ぬ
に
は
あ
ら
ね
ど
も
眼
前
の
大
国
に
こ
れ
よ

り
は
我
身
に
依
り
て
有
縁
の
佛
土
と
化
す
べ
か
ん
め
れ
と

想
へ
は
、
身
は
鶴
翼
を
つ
け
た
る
か
如
く
に
軽
く
、

心
は
寶
珠
を
ぬ
き
り
た
と
ん
か
如
く
勇
し
、
あ
は

れ
よ
し
な
く
振
り
返
り
も
せ
は
人
々
の
心
や
あ
と
に

引
れ
て
帰
さ
に
遅
れ
も
よ
と
、
す
げ
な
く
走
せ
て

樹
の
間
に
か
れ
ぬ
、
船
も
見
へ
す
な
り
ぬ
心
安
し
と

笠
か
た
む
け
て
、
錫
杖
と
り
な
ほ
し
、
と
ほ
く
と

名
も
な
き
小
笹
岩
角
足
に
ま
か
せ
て
あ
ゆ
み
し
か
、

陰
草
矇
々
と
し
て
四
辺
に
無
の
奇
意

々
と
し

て
肌
に
さ
む
し
、
急
か
ぬ
旅
は
山
を
こ
へ
流
に

」
04
オ

従
ひ
、
昼
は
名
も
知
れ
ぬ
木
の
実
竹
の
葉
を

あ
さ
り
、
秋
は
枯
枝
を
た
わ
め
て
庵
を
結
ひ

或
時
は
渓
谷
に

伽
を
汲
み
、
或
時
は
一
湾
の

明
月
に
誦
経
の
声
を
高
ら
め
、
嶂

に
休
す

ら
い
海
波
に
添
ひ
、
抑
も
や
幾
日
を
経
た
り
け
ん
、

悲
し
や
な
此
の
根
の
国

に
人
も
住
ま
づ
鳥
も
寐

ら
ぬ
に
や
懐
抱
の
素
願
は
、
草
木
國
土
悉

皆
成
佛
と
言
ひ
つ
れ
と
も
、
木
石
心
な
け
れ
は
結

縁
の
よ
す
が
も
な
し
、
と
一
夕
海
波
の
漫
々
た
る
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を
な
か
め
、
浩
嘆
の
眉
を
し
そ
め
し
に
、
あ
ら
可

笑
し
や
、
白
砂
に
印
せ
し
異
形
の
足
趾
、
扨
て
は

と
我
に
も
あ
ら
す
あ
と
た
ど
れ
は
、
大
い
や
か
な
る
川

辺
に
添
ひ
て
行
く
〳
〵
遂
い
に
消
へ
失
せ
ぬ
、
扨
て
は

」
04
ウ

此
の
水
上
に
は
人
も
や
住
む
ら
ん
、
釈
尊
は
羅
漢
を

須
彌
に
尋
ね
、
三
蔵
は
西
域
に
寶
巻
を
得
ら
れ

し
に
も
似
た
る
よ
と
胸
と
ゝ
ろ
き
、
つ
き
た
る
錫
杖

も
念
願
の
到
達
に
思
は
す
わ
な
〳
〵
と
振
ひ
鳴
り
ぬ
、

河
を
降
れ
は
汀
に
紅
き
花
淋
ひ
し
く
咲
き
、

霜
に
も
し
ほ
れ
で
や
と
近
つ
き
見
れ
は
、
こ
は
花
に

あ
ら
て
實
な
る
べ
う
、
一
日
の
労
れ
に
五
濁
の
身
は

さ
も
し
く
も
飢
つ
れ
は
、
御
佛
を
念
し
て
一
菓
を

つ
い
ば
み
ぬ
、
味
甘
く
し
て
食
懇
に
適
す
る
と
覚

へ
た
り
、

打
払
ひ
又
た
ち
あ
が
り
流
に
添
へ
は
、

闇
き
道
生
茂
り
た
る
樹
の
間
に
一
抹
の
烟
楼

々
し
て
く
ん
づ
、
こ
は
是
れ
と
足
を
早
め
て
奥

深
く
進
む
に
、
何
處
よ
り
か
奇
声
漏
れ
来
り
て

」
05
オ

風
な
き
に
林
樹
ゆ
ら
〳
〵
と
戦
く
に
驚
き
仰
け
は

松
に
似
た
る
木
の
二
股
に
、
大
い
や
か
な
る
巣
の
彼
方

に
も
此
方
に
も
作
ら
れ
ぬ
、
あ
は
や
何
鳥
に
や
と
見
て
あ

る
に
、
ま
す
ら
に
も
あ
ら
ぬ
毛
物
の
、
す
る
〳
〵
と
木
を

傳
へ
て
降
り
た
る
と
み
し
ま
に
、
す
つ
と
降
り
我
か
前

に
た
ち
は
だ
か
り
ぬ
、
恐
る
ゝ
と
て
は
あ
ら
ね
と
も
、
流

石
に
驚
き
錫
杖
ち
地
に
つ
け
は
、
其
の
音
空
林

に
響
き
て
樹
々
声
あ
る
か
如
し
、
毛
物
こ
れ
に
驚

き
け
ん
飛
ふ
か
如
く
に
樹
の
間
に
走
せ
行
き
ぬ
、

あ
ら
愚
し
や
凡
夫
の
眼
は
く
ら
み
や
す
し
と
聞
つ
る
か

我
も
又
こ
れ
に
は
洩
れ
さ
り
け
ん
、
走
り
し
影
を
見

れ
は
ま
す
ら
に
も
あ
ら
す
、
毛
物
に
も
あ
ら
さ
る
ぞ
、

こ
れ
を
こ
そ
、
た
つ
た
ん
、
し
く
し
ん
の
果
て

」
05
ウ

走
り
来
り
て
、
本

に
住
む
人
の
あ
り
き
と
聞
つ
る
に
、

あ
は
れ
そ
れ
に
も
や
と
克
く
見
れ
は
、
こ
れ
は
是

れ
御
山
の
麓
に
時
々
は
さ
ま
よ
へ
る
山
人
の
い
そ
な
り

け
り
、
ひ
と
日
、
ふ
た
日
と
交
れ
と
も
彼
の
語
る
は

我
に
透
ら
ず
、
吾
か
も
の
ゆ
ふ
は
、
い
そ
わ
き
ま
へ
ず
、

眉
つ
り
揚
け
口
そ
ひ
や
か
し
、
手
ふ
り
肩
あ
け

遂
へ
に
は
か
た
み
に
目
の
み
光
ら
す
こ
そ
、
こ
よ
の
う
も

可
笑
し
け
れ
、
十
日
二
十
日
二
月
餘
り
に
な
り

ぬ
れ
ど
も
、
空
し
く
川
添
の
草
村
を
や
と
ゝ
し

樹
皮
を
は
ぎ
て
は
足
に
あ
て
、
石
を
抱
き
て
は
枕
と
し
、
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秋
も
す
か
ら
降
り
積
る
雪
に
の
ど
を
う
る
お
し
、

晨
に
北
斗
を
仰
ひ
て
遍
照
の
佛
光
と
し
夕
辺

に
月
を
踏
ん
て
円
満
の
影
と
な
し
、
戒
信
修

」
06
オ

蒙
寸
時
も
怠
る
事
な
け
れ
と
も
、
改
悔
の
實
は

未
た
薄
き
に
や
、
妄
語
の
罪
の
程
等
去
ら
さ
る

か
、
身
は
耕
野
の
巷
に
あ
り
手
に
は
降

魔
の
錫
も
あ
り
な
か
ら
、
な
と
て
結
縁
の
心

に
ま
か
せ
で
、
浮
心
常
住
に
迷
ふ
や
と
、
水
天

の
渺
々
を
望
み
、
岩

に
は
ふ
り
落
る
涙

せ
き
や
ら
ず
。

愚
僧
の
舟
の
つ
け
た
る
は
そ
ま
な
と
申
せ
し
が
、
そ

れ
よ
り
め
な
と
言
ふ
あ
た
り
大
河
二
つ
ま
て
越
へ
て
、

し
ゝ
こ
い
と
言
ふ
川
を
河
上
遠
く
め
く
れ
り
と
覚

ゆ
、
水
か
さ
、
増
り
て
舟
押
し
な
か
さ
れ
ぬ
、
流

石
に
詞
も
わ
か
ぬ
い
そ
な
か
ら
、
乗
り
た
る
も
の
を
は

い
た
わ
る
と
知
り
て
か
、
何
と
な
く
み
ま
も
る
と
も
み
ゆ
、

」
06
ウ

岸
に
〳
〵
に
と
こ
く
舟
の
漸
く
近
く
な
り
ぬ
れ
は
、

あ
ら
嬉
し
や
と
思
ひ
し
程
も
な
く
、
ま
た
み
ぬ
大

河
ほ
ふ
は
い
と
し
て
落
ち
来
る
に
〔
虫
損

〕

舟
ま
た
〔
虫
損

〕
指
し
て
向
へ
さ
れ
る
と
申
し
き

是
よ
り
又
く
が
を
見
み
さ
る
こ
と
六
七
日
峨
々
た
る

大
山
の
も
と
を
通
り
て
れ
ん
け
と
な
ん
申
す
處
に
つ
き
ぬ
、

あ
は
れ
御
仏
の
み
ゆ
つ
に
て
、
か
く
も
目
出
度
き
、

處
に
船
づ
け
て
よ
と
有
難
さ
に
拝
方
に
向
ひ
て

合
掌
の
誠
を
つ
と
め
き
、
小
舟
に
ゆ
れ
た
る
身

の
綿
の
如
く
な
へ
て
、
食
を
断
つ
事
一
七
日
許
り
、

漸
く
に
い
そ
の
言
も
朧
ろ
け
な
か
ら
知
る
よ
う

な
れ
り
、
レ
ン
ケ
よ
り
又
た
と
り
〳
〵
て
后
年

如
来
の
慈
現
せ
ら
れ
し
、
い
と
も
あ
り
か
た
き

」
07
オ

大
臼
山
の

麓欝
ウ
ツ
コ
モ
リ
に
至
り
つ
き
ぬ
、
打
見
れ
は

春
黛
の
諸
山
蜒
蜒
と
遠
く
つ
ら
な
り
、
北
斗
の

か
た
に
い
と
高
き
冨
士
に
も
に
よ
へ
る
御
山
の
、

紫
雲
に
現
は
れ
、
拝
ろ
か
ま
れ
ぬ
、
西
南
の
方
海

に
め
ぐ
り
、
に
ほ
の
海
に
も
似
た
る
か
、
ひ
ろ
ご

り
て
、
碧
波
漆
湛
と
し
て
そ
こ
ひ
も
見
へ
す
、

あ
わ
れ
無
憂
樹
の
枝
は
戦
か
ね
ど
も
古
の
鹿
野

莚
に
も
似
て
光
景
の
立
勝
り
し
は
、
是
れ
を
こ

そ
詣
願
の
成
就
、
霏
雲
の

開
と
も
言
ふ
べ

け
れ
穴
賢
々
々

」
07
ウ

み
や
も
と

は
な
え
・
歴
史
地
域
文
化
学
専
攻
）
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﹇
影
印
﹈

写
真
③
02
ウ
・
03
オ

写
真
①
01
オ

写
真
②
01
ウ
・
02
オ

写
真
④
03
ウ
・
04
オ

写
真
⑤
04
ウ
・
05
オ

写
真
⑦
06
ウ
・
07
オ

写
真
⑥
05
ウ
・
06
オ

写
真
⑧
07
ウ
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注１

函
館
市
市
中
央
図
書
館
蔵
『
蝦
夷
地
大
臼
山
善
光
寺
縁
起
』（
請
求
記
号
、
Ｋ
・
一

八
五
・
エ
ソ
・
五
〇
〇
一
）。『
壮
瞥
町
史
』（
壮
瞥
町
、
一
九
七
九
年
、
一
二
一
五

〜
一
二
一
六
頁
）
に
翻
刻
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

２

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
編
『
日
本
北
辺
関
係
旧
記
目
録
』（
一
九
九
〇
年
）。
現

在
、「
北
海
道
大
学
北
方
関
係
資
料
総
合
目
録
」
と
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、

一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

３

『
御
由
来
』
三
丁
裏
。
欄
外
に
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。

４

石
村
義
典『
評
伝
河
野
常
吉
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
八
年
、
二

七
四
〜
二
八
七
頁
）。

５

本
稿
で
は
、
北
海
道
庁
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
刊
の
複
製
で
あ
る
河
野
常
吉
編

『
北
海
道
史
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
五
年
）
を
用
い
た
。

６

須
藤
隆
仙
「
貞
伝
万
体
仏
な
ど
で
尊
信
を
集
め
て
い
る
偉
僧
」（『
北
海
道
と
宗
教

人
』、
教
学
研
究
会
、
一
九
六
五
年
）に
ウ
ス
善
光
寺
境
内
に
あ
る
宝
洲
納
経
塔
を

し
て
貞
傳
伝
記
作
者
で
あ
る
鶴
阿
宝
洲
が
取
材
に
き
た
と
し
、
貞
傳
渡
道
の
証
拠

と
し
て
い
る
。

７

宮
本
花
恵「
津
軽
今
別
本
覚
寺
貞
伝
上
人
伝
を
巡
っ
て
」（
北
海
道
東
北
史
研
究
会

編
『
北
海
道
東
北
史
研
究
』
一
一
号
、
掲
載
予
定
）。

８

肴
倉
弥
八
編
『
今
別
町
史
』（
今
別
町
、
一
九
六
七
年
、
五
四
〜
六
九
頁
）。

９

星
野
和
太
郎
『
北
海
道
寺
院
沿
革
誌
』（
時
習
館
、
一
八
九
四
年
、
三
八
頁
）。

10

内
田
邦
彦
『
津
軽
口
碑
集
』（
郷
土
研
究
社
、
一
九
二
九
年
、
三
六
頁
）。

11

渡
辺
茂
編
『
新
稿
伊
達
町
史
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
、
二
七
九
頁
）。

12

河
野
常
吉
『
北
海
道
名
勝
誌
』（『
河
野
常
吉
著
作
集
』
三
巻
、
北
海
道
出
版
企
画

セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
五
年
、
九
九
頁
）。

13

鳴
海
健
太
郎『
下
北
の
海
運
と
文
化
』（
北
方
新
社
、
一
九
七
七
年
、
一
三
九
〜
一

四
九
頁
）。

14

宮
本
花
恵
「『
出
羽
待
定
法
師
忍
行
伝
下
』
翻
刻
と
解
題
」（『
学
苑
』
八
五
七
、
六

七
〜
一
三
七
頁
）
で
、
諸
国
の
霊
山
で
行
っ
た
待
定
法
師
の
忍
行
を
報
告
し
た
。

『
御
由
来
』
の
修
行
に
も
ま
た
待
定
の
よ
う
な
山
岳
修
行
が
み
ら
れ
る
。

15

萱
野
茂
『
萱
野
茂
の
ア
イ
ヌ
語
辞
典
』（
三
省
堂
、
一
九
九
六
年
、
五
六
頁
）。

16

家
蔵
本
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
板
、
鶴
阿
宝
洲
『
東
域
念
仏
利
益
伝
』
上
巻

（
一
九
丁
ウ
〜
二
〇
丁
オ
）。

17

『
山
形
日
記
』（『
青
森
縣
史
』
二
巻
、
山
形
県
、
一
九
七
一
年
、
四
二
四
頁
）。

18

串
原
正
峯
『
夷
言
俗
話
』（
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
資
料
集
成
』
四
巻
、
三

一
書
房
、
一
九
六
九
年
、
五
一
一
頁
）。

19

青
森
県
立
郷
土
館
調
査
報
告
『
宇
鉄
の
民
俗
』（
一
九
八
七
年
）、
九
八
頁
。

20

前
掲
注

19
）、
九
八
〜
九
九
頁
。

21

氏
家
等『
移
住
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
北
海
道
の
生
活
文
化
研
究
』（
北
海
道
出
版
企
画

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
、
一
六
二
〜
一
六
七
頁
）。

22

「
宇
壽
場
所
様
子
大
概
書
」（『
新
北
海
道
史
』七
巻
史
料
一
、
北
海
道
、
一
九
六
九

年
、
五
二
五
頁
）。

23

松
田
傳
十
郎
『
北
夷
談
』（
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
史
料
集
成
四
巻
』
三
一
書
房
、

一
九
六
九
年
、
九
八
頁
）。

24

五
来
重
『
円
空
と
木
喰
』（
淡
交
社
、
一
九
九
七
年
、
六
九
頁
）。

25

坂
倉
源
次
郎
『
北
海
随
筆
』（
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
史
料
集
成
四
巻
』
三
一
書

房
、
一
九
六
九
年
、
四
〇
八
頁
）。

26

前
掲
注

18
）、
五
一
一
頁
。

27

前
掲
注

18
）、
五
一
一
〜
五
一
二
頁
。

28

新
井
田
孫
三
郎
『
寛
政
蝦
夷

取
調
日
記
』
の
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
六
月
一

日
〜
九
月
二
三
日
条
に
は
、
伝
七
と
吉
兵
衛
の
口
上
が
記
さ
れ
て
い
る
。（『
日
本

庶
民
生
活
史
料
集
成
』四
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
、
六
六
七
〜
七
〇
〇
頁
）。

29

平
秩
東
作
『
東
遊
記
』（
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
史
料
集
成
四
巻
』
三
一
書
房
、

四
二
六
頁
、
一
九
六
九
年
）。

30

前
掲
注

１
）、
筆
者
翻
刻
。

31

『
新
羅
之
記
録
』
下
巻
（『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
史
料
一
、
北
海
道
、
一
九
六
九
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北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
六
号



年
、
五
二
頁
）。

32

佐
伯
有
清
『
円
仁
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
、
二
六
三
〜
二
九
一
頁
）。

33

宮
崎
ふ
み
子
、
ダ
ン
カ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
「
地
域
か
ら
み
た
恐
山
」（『
歴
史
評

論
』
六
二
九
、
二
〇
〇
二
年
九
月
）。

34

宮
崎
ふ
み
子
「
恐
山
信
仰
の
伝
播
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
地
方
史
研
究
』
三
〇

四
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）。
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宮
本

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵
伝
貞
傳
手
記
『
大
臼
山
御
由
来
』
翻
刻
と
解
題


